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芸術の翼、はばたく。
滋賀県立芸術劇場

Biwako Hall Center for the Performing Arts，Shiga
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びわ湖ホール 検　索TEL 077-523-7136 10:00～ 19:00　火曜休館

〒520-0806　滋賀県大津市打出浜15-1

●びわ湖ホールチケットセンター
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ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会　

会
長　

塚
本　

弘

今
年
の
夏
は
大
変
な
酷
暑
で
し
た

が
、
東
京
滋
賀
県
人
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
ご
家
族
共
々
お
変
わ
り
な
き
こ
と

と
拝
察
し
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会
の
全
国
大

会
が
、
六
月
二
十
八
、二
十
九
日
に
大

津
で
十
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
各
県
人

会
の
代
表
に
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
な

ど
三
百
六
十
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
は
ミ
シ
ガ
ン
号
の
船
上
で
前

夜
祭
、
二
十
九
日
は
三
日
月
滋
賀
県
知

事
の
基
調
講
演
に
続
き
西
川
貴
教
、
宮

島
未
奈
両
氏
を
交
え
「
滋
賀
の
未
来
を

語
る
」ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
大
津
祭
、
草
津
サ
ン
ヤ
レ
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
に
も
、
行
っ
て

来
ま
し
た
。
観
客
数
も
徐
々
に
増
え
、

会
場
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

二
〇
一
〇
年
の
上
海
万
博
に
日
本
政
府

代
表
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
館
で
は
「
い
の

ち
と
、い
の
ち
の
、あ
い
だ
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
循
環
に
つ
い
て
の
様
々
の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
館
で
は
、
日
本

と
中
国
の
交
流
の
歴
史
を
、
鑑
真
の
時

代
か
ら
近
年
の
松
下
電
器
の
テ
レ
ビ
工

場
や
卓
球
ま
で
、
木
彫
り
で
展
示
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
関
西
パ
ビ

リ
オ
ン
で
は
、
滋
賀
県
が
「
び
わ
湖
と

と
も
に
脈
々
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
水
が

つ
な
ぐ
滋
賀
の
自
然
と
く
ら
し
を
展
示

し
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
か
ら
は
、
四
十
四
年

ぶ
り
の
滋
賀
県
開
催
と
な
る
「
わ
た
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。「
湖
国
の
感
動　

未

来
へ
つ
な
ぐ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
県
内
の
各
地
で
各
競
技
が
行
わ

れ
る
の
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日
に
は
、
首
都
圏
の

滋
賀
県
ゆ
か
り
の
方
々
が
一
堂
に
会
し

て
親
睦
を
深
め
る「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
集
ま
り
は
、

滋
賀
県
と
東
京
滋
賀
県
人
会
が
主
催

し
、
例
年
約
二
百
五
十
人
が
出
席
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
ぜ
ひ
、
皆
様
方
の

ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
各

企
業
の
方
々
か
ら
協
賛
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
、
楽
し
く
皆
様
と
の
活
発
な
交

流
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

◎「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」開
催
の
ご
案
内

首
都
圏
で
活
躍
す
る
「
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
人
」
が
一
堂
に

会
し
て
親
睦
を
深
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
活
か
せ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
機
会
と
な
る
べ
く
開
催
さ
れ
る
交
流
会
「
近

江
ゆ
か
り
の
会
」。
今
年
度
も
港
区
白
金
台
の
八
芳
園
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

交
流
会
に
先
立
ち
行
う
催
し
で
は
、「
な
ん
で
だ
ろ
う
♪
」

で
大
人
気
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ
ト
モ
の
お
二
人

に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
：
令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　
　

十
七
時
三
十
分
～
二
十
時
十
五
分
（
開
場
十
七
時
）

会
場
：
八
芳
園　

一
階
「
満
月
」 

　
　
　

東
京
都
港
区
白
金
台
一

－

一

－

一

　
　
　

都
営
地
下
鉄
・
東
京
メ
ト
ロ　

白
金
台
駅
二
番
出
口

　
　
　

徒
歩
一
分

会
費
：�

四
十
代
以
上
の
方
：
一
万
三
千
円
（
税
込
）

　
　
　

二
十
・
三
十
代
の
方
：
八
千
円
（
税
込
）

　
　
　

十
代
・
学
生
の
方
：
五
千
円
（
税
込
）

内
容
：
開
場
・
受
付
開
始	

十
七
時

　
　
　

テ
ツａ
ｎ
ｄ
ト
モ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

	

十
七
時
三
十
分

　
　
　

お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
　

交
流
会
開
宴	

十
八
時

　
　
　

閉
会	

二
十
時
十
五
分

主
催
：
滋
賀
県

　
　

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会

同
封
す
る
ご
案
内
書
裏
面
の
申
込
書
に
て
、
お
申
込
期
限

迄
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
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全国滋賀県人会全国大会2025全国滋賀県人会全国大会2025
14年ぶりに開催！！14年ぶりに開催！！

二
〇
二
五
年
六
月
二
十
九
日
（
日
）　

大
津
市
の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
て
、
十
四
年
ぶ
り
に

全
国
滋
賀
県
人
会
全
国
大
会
二
〇
二
五
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
各
地
、
ま
た
海
外
は
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
米
国
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
各
県
人
会
か
ら
約
三
百
六
十
名
が
参
加
。
東
京
か
ら
は
塚
本
会
長
、
春
山
専
務
理

事
が
出
席
。

ま
ず
、
来
場
者
を
地
域
別
に
、
参
加
者
エ
ー
ル
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
の
基
調
講
演
「
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
二
〇
二
五
年
～
み
ん
な
で
一

緒
に
シ
ガ
時
間
～
」
の
あ
と
、
西
川
貴
教
氏
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
滋
賀
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
）・
宮
島
未
奈
氏
（
小
説
家
・『
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
』
で
二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞

受
賞
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
滋
賀
の
未
来
を
語
る
」
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ふ
る
さ
と
の
祭
り
、
大
津
祭
（
殺
生
石
山 

大
津
市
柳
町
）・

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
（
草
津
市
志
那
）
の
実
演
を
交
え
た
紹
介
や
、
九
月
六
日
に
会
期
前
競
技
が

始
ま
る
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
２
０
２
５
」
の
激
励
コ
ー
ナ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）
で
は
「
滋
賀
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
」
と
し
て
県
内
八
軒
の
物
産
店

が
出
店
。
お
土
産
を
購
入
で
き
る
場
所
と
し
て
好
評
で
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
琵
琶
湖
周
航
の
歌
で
締
め
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

琵琶湖周航の歌　合唱

トークセッション

大津祭　殺生石山　実演

国スポ・障スポの激励

前
日
二
十
八
日
に
は
、
ミ
シ
ガ
ン
船
上
に
て
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
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滋賀と東京、再会と未来を語る滋賀と東京、再会と未来を語る
　　　　　　――カレンダー懇親会――カレンダー懇親会

懐
か
し
さ
と
再
会
の
笑
顔

二
〇
二
五
年
六
月
二
十
七
日
（
金
）、
大
津
駅
隣

接
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
「
ザ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
て
、

東
京
滋
賀
県
人
会
の
理
事
・
会
員
、
そ
し
て
県
や
市

町
の
行
政
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
非
公
式
の

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
と
滋
賀
を
つ
な
ぐ
交
流
の
場
と
し
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
約
四
十
名
が
参
加
。
会
場
は
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
東
京
で
活
動
し
て
い
た
頃
が
懐
か
し
い
」
と
の

声
も
多
く
、
思
い
出
話
や
近
況
報
告
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

東
京
と
滋
賀
を
つ
な
ぐ
絆

県
人
会
を
滋
賀
か
ら
ご
支
援
く
だ
さ
る
行
政
関
係

者
や
、
か
つ
て
東
京
勤
務
を
経
験
さ
れ
た
方
々
と
の

交
流
も
大
き
な
目
的
で
し
た
。
往
来
を
通
じ
て
関
係

を
築
い
て
き
た
皆
さ
ま
と
の
語
ら
い
は
、
参
加
者
に

と
っ
て
貴
重
な
学
び
と
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
が
生
む
新
た
な
芽

こ
う
し
た
懇
親
会
は
、
単
な
る
親
睦
の
場
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
東
京
と
滋
賀
を
結
ぶ
つ
な
が
り
を
深

め
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
や
経
験
を
分
か
ち

合
う
こ
と
で
、〝
滋
賀
に
関
わ
り
続
け
た
い
〟
と
い

う
想
い
を
新
た
に
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
世
代
や

立
場
を
超
え
た
語
ら
い
か
ら
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
本
締
め
で
未
来
へ

終
盤
に
は
一
本
締
め
で
会
場
が
ひ
と
つ
と
な
り
、

滋
賀
愛
に
あ
ふ
れ
る
熱
気
と
共
に
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
の
が

嬉
し
い
」「
滋
賀
と
の
関
わ
り
を
改
め
て
実
感
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
意
義
深
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

人
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

今
回
の
懇
親
会
を
通
じ
、
東
京
滋
賀
県
人
会
が
担

う
「
人
と
人
を
結
ぶ
架
け
橋
」
と
し
て
の
役
割
を
再

確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
交
流
を
重
ね
、
滋
賀
を

想
う
仲
間
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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大
阪
・
関
西
万
博
か
ら
滋
賀
の
魅
力
を
発
信
！

『
滋
賀
県
デ
イ
～
び
わ
湖
サ
マ
ー
ク
ル
ー
ズ
～
』

滋
賀
県
総
合
企
画
部
万
博
推
進
室
　
主
任
主
事
　
松
浦
　
康
介

七
月
二
十
四
日
（
木
）、
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
内
の
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
に
て
、
滋
賀
の
魅
力
を
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
『
滋
賀
県
デ
イ
～
び
わ
湖
サ
マ
ー
ク
ル
ー
ズ

～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
学
習
船
「
う
み
の

こ
」
で
の
ク
ル
ー
ズ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
伝
統
芸
能
や
音
楽
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
第
一
部
と
第
二
部

の
二
部
構
成
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。
多
く

の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
会
場
が
〝
滋
賀
一
色
〟
に
染

ま
っ
た
一
日
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

び
わ
湖
の
学
習
船
「
う
み
の
こ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
当
イ

ベ
ン
ト
は
、
銅
鑼
の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
！　

彦
根
市
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」、
大
阪
・
関
西
万
博
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
も
登
壇
し
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て
登
壇

し
た
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ
曲
「
世
界
の
国
か
ら
こ

ん
に
ち
は
」
や
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
な
ど
を
披
露
い
た
だ
き
、

そ
の
素
敵
な
歌
声
に
会
場
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
伝
教
大
師
最
澄
千
二
〇
〇
年
魅
力
交
流
委
員

会
に
よ
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
千
二
百
年
以
上
灯
し
続
け
ら
れ

て
い
る
〝
不
滅
の
法
灯
〟
の
特
別
奉
安
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
滋

賀
県
内
で
活
動
す
るFJB FU

JIM
I Jr.Band

、
か
か
太
鼓
、

下
笠
参
弥
礼
踊
保
存
会
の
各
団
体
が
出
演
。
第
一
部
の
最
後
に

は
、
滋
賀
県
出
身
の
髙
橋
ひ
か
る
さ
ん
、
宮
川
大
輔
さ
ん
、
び

わ
湖
だ
い
す
き
高
校
生
の
黒
川
琉
伊
さ
ん
に
登
壇
い
た
だ
き
、

「
う
み
の
こ
」
で
の
宿
泊
学
習
の
思
い
出
や
、
び
わ
湖
に
住
む

生
き
物
の
紹
介
な
ど
、
滋
賀
県
人
な
ら
で
は
の
ト
ー
ク
で
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
こ
の
秋
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
「
わ
た
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
の
Ｐ
Ｒ
大
使
で
あ
る
西
川

貴
教
さ
ん
と
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
木
村
敬
一
選
手
に
登
壇
い

た
だ
き
、
同
大
会
の
魅
力
や
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
民
団
体
ス
テ
ー
ジ
で
は
、〝
琵
琶
湖
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
形
は
瓜
二
つ
〟
と
い
う
内
容
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
き
っ

か
け
に
交
流
が
始
ま
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト

州
に
あ
る
ヨ
ー
ゼ
フ
ハ
イ
ド
ン
音
楽
大
学
と
滋
賀
県
立
石
山
高

等
学
校
音
楽
科
に
よ
る
共
同
演
奏
ス
テ
ー
ジ
が
実
現
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
長
浜
市
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
・
ヒ
キ
ヤ
マ
ン
、
け
い

お
ん
ス
ト
リ
ー
ト
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
実
行
委
員
会
、
滋
賀
県
南
京
玉
す

だ
れ
保
存
会
、
滋
賀
県
江
州
音
頭
保
存
会
、S.D

.C.

～D
ance 

Studio
～
が
出
演
し
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸
能
を
披
露
。

イ
ベ
ン
ト
終
盤
に
は
、
三
日
月
知
事
も
登
壇
し
、
満
員
の
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
滋
賀
県
デ
イ
の
ラ
ス
ト
は
西

川
貴
教
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

滋
賀
県
デ
イ
を
通
し
て
、
滋
賀
の
文
化
や
歴
史
、
人
の
魅
力

を
改
め
て
発
信
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
万

博
会
場
内「
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
」（
要
予
約
）に
は
、滋
賀
県
ブ
ー

ス
を
常
設
し
、
会
期
を
通
し
て
滋
賀
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
大
阪
・
関
西
万
博
の
会
期
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
滋
賀
県
ブ
ー
ス
に
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ぜ
ひ
お
知
り
合
い
の
方
々
に
も

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
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「いのち輝く未来社会のデザイ
ン」をテーマとする大阪・関西万
博の観客数も、徐々に増え、会場
も賑わっています。世界最大の木
造建築物とギネス認定された大
屋根リングの上に登ると万博会
場が一望出来ます。

「シグネチャーパビリオン」は大阪・関西万博
会場の真ん中に位置する8人のプロデューサーが
主導するパビリオンです。この中に滋賀県高島市
出身の石黒浩大阪大学教授の「いのちの未来」館
があります。縄文時代の土偶から、現在のアンド
ロイドまで……。さまざまな人の形にいのちを宿
してきた、豊かな日本の文化を体験。次に、50
年後、100年後の未来シーンでは、人間がアンド
ロイドと共存し、高度なテクノロジーを用いなが
らいきいきと暮らす日々を体験出来ます。

関西パビリオンでは、滋賀県
が、「びわ湖とともに脈々と」を
テーマに、水がつなぐ滋賀の自然
とくらしを展示しています。

日本館では「いのちと、いのち
の、あいだに」をテーマに、循環
についての様々の展示をしてい
ます。

二
〇
一
〇
年
上
海
万
博
に
日
本
政
府
代
表
と
し
て
関
わ
ら
れ
た
塚
本
県
人
会
会
長
も
、
六
月
三
十
日

に
大
阪
・
関
西
万
博
を
訪
問
。
日
本
館
と
滋
賀
ゆ
か
り
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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塚
本
会
長

　

少
し
早
く
米
原
に
着
き
、
青
岸
寺
へ
行
き
ま
し
た
。
庭
園

が
美
し
く
、静
か
で
い
い
お
寺
で
し
た
。
近
江
国
守
護
・
佐
々

木
道
誉
が
創
建
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

角
田
市
長　

青
岸
寺
は
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
枯
山
水

庭
園
が
有
名
で
す
。
美
し
い
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
喫
茶
や

ケ
ー
キ
を
楽
し
め
る
寺
カ
フ
ェ
が
人
気
で
す
。

十
月
に
な
る
と
米
原
の
町
に
熱
気
と
活
気
が
満
ち
る
の

が
、
米
原
曳
山
ま
つ
り
で
す
。
米
原
曳
山
ま
つ
り
は
、
滋

賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
約

二
百
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
行
事
で
す
。
シ
ャ
ギ
リ
の

音
色
を
響
か
せ
て
町
中
を
練
り
歩
く
曳
山
巡
行
や
、
時
代
物

と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
の
演
目
を
三
味
線
に
合
わ
せ
て
熱
演
さ

れ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

塚
本
会
長

　

米
原
は
小
学
校
の
時
、
醒
井
に
来
て
水
が
き
れ
い
な
印
象

が
残
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
時
に
は
伊
吹
山
に
登
り
ま
し

た
。
お
花
畑
が
き
れ
い
だ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

角
田
市
長

　

伊
吹
山
は
、
二
年
続
け

て
の
局
地
的
な
集
中
豪
雨

の
影
響
に
よ
り
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
の
背
景
に
は
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
あ

り
ま
す
。
降
雪
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
鹿
が
越
冬
し
て

大
量
に
繁
殖
し
た
こ
と
が
一
つ
の
原
因
で
す
。
山
全
体
の
下

草
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
山
の
保
水
力
が
低
下
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

塚
本
会
長

　

鹿
の
捕
獲
は
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

角
田
市
長

　

鹿
の
捕
獲
強
化
に
努
め
、
伊
吹
山
で
年
間
三
百
頭
ほ
ど
捕

獲
し
て
い
ま
す
。

鹿
の
捕
獲
の
他
に
も
、「
伊
吹
山
植
生
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
動
物
、
植
物
、
そ
し
て
人
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
の
保
持
を
目
指
し
て
、
伊
吹
山
の
再
生
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
に
対
し
て
は
、
伊
吹
山
保

全
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、治
山
砂
防
堰
堤
の
整
備
、

南
側
斜
面
の
復
旧
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
地

域
の
宝
で
あ
る
伊
吹
山
を
守
り
、後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

全
力
で
伊
吹
山
再
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

塚
本
会
長

　

市
長
に
就
任
さ
れ
、
大
き
な
政
策
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

角
田
市
長

　

ま
ず
、
第
一
は
伊
吹
山
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
で
す
。

次
に
、
人
口
減
少
対
策
。
持
続
可
能
で
あ
る
自
治
体
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
幹
線
停
車
駅
を
有
す
る
米
原

市
は
、
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
へ
乗
り
換
え
な
し
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
都
市

部
で
の
仕
事
を
続
け
な
が

ら
、
自
然
豊
か
な
米
原
で

の
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
米
原
市
へ

の
移
住
を
後
押
し
す
る
移

住
支
援
金
や
新
幹
線
で
通
勤
す
る
場
合
の
定
期
代
の
補
助
な

ど
を
行
い
、「
米
原
暮
ら
し
」
に
踏
み
出
す
人
た
ち
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年

に
「
空
家
等
の
発
生
予
防
、
管
理
お
よ
び
活
用
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
組
に

よ
る
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
約
実
績
や
、
老
朽
化
し
た
空

き
家
等
の
取
り
壊
し
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

空
き
家
の
登
録
物
件
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
の

不
足
を
解
消
し
、
更
な
る
移
住
定
住
を
促
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

塚
本
会
長

　

地
方
の
高
齢
化
、
過
疎
化
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
米
原
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
。

角
田
市
長

　

高
齢
化
、
過
疎
化
に
加
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

化
も
進
み
、行
政
サ
ー
ビ
ス
が
届
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
「
移
動
市
役
所
」
の
運
行
を
県
内
で
初
め
て
開

「
未
来
へ
の『
タ
ネ
』を
ま
き
、

ま
ち
の
未
来
を
育
む
」

角
田
　
航
也
（
米
原
市
長
）

×塚本
　
弘

（
全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会
副
会
長
・
東
京
滋
賀
県
人
会
会
長
）

米
原
市

五
月
二
十
九
日
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始
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

や
遠
隔
相
談
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
搭
載
し
た
、
様
々
な
用
途
に

活
用
で
き
る
マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
を
運
行
し
、
地
域
へ
安
心

を
届
け
ま
す
。

塚
本
会
長

　

昨
年
、
米
原
駅
東
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
出
企
業

が
決
ま
っ
た
と
報
道
で
知
り
ま
し
た
。
米
原
駅
周
辺
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。

角
田
市
長

　

米
原
駅
東
口
駅
前
の
公
有
地
に
、
湖
北
地
域
に
根
差
し
た

事
業
者
、
同
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
事
業
者
で
構
成
さ
れ
た

法
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
湖
畔
の
魅
力
と
未
来
の
拠
点
：
米
原

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
構
想
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
米
原
駅
周
辺
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
産
業
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
・
交
流
人
口
の
拡
大
、
若
い
世
代
の
移
住
定
住

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
気
と
魅
力
を
高
め
る
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、
三

年
以
内
の
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
で
も
飲
食
店
や
小
売
店
の
新
た
な
開
設
を
支

援
す
る
制
度
を
創
設
し
て
お
り
、
市
内
全
域
に
人
を
呼
び
込

み
、ま
ち
全
体
を
活
気
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
未
来
に
向
け
て
期
待
し
て
い
る
事
業
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
本
市
の
地
の
利
を
生
か
し
、
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
水
素
の
製
造
供
給
施

設
を
備
え
る
物
流
中
継
拠
点
「
複
合
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ア
シ

ス
」
の
整
備
を
推
進
し
、
物
流
分
野
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
社
会
実
装
実
現
に
参
画
し
ま
す
。

伊
吹
山
土
砂
災
害
の
背
景
で
も
あ
る
地
球
温
暖
化
に
対
し

て
は
、
営
農
型
太
陽
光
発
電
事
業
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

塚
本
会
長

　

米
原
市
は
霊
峰
伊
吹
山
を
擁
す
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
あ
り
、
自
然
を
守
り
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
に
向
け
て
取
り

組
む
市
の
姿
勢
に
共
感
す
る
と
と
も
に
、
県
人
会
と
し
て
も

お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
中
、
今

日
は
長
い
時
間
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

角
田
市
長

　

引
き
続
き
、
米
原
市
へ
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会
会
報
誌
「
お
う
み
の
風
」

六
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
対
談
を
抄
録
し
ま
し
た
）

「
人
が
主
役
、自
然
が
舞
台
。

― 

高
島
か
ら
ひ
ろ
が
る
未
来
づ
く
り
」

今
城
　
克
啓
（
高
島
市
長
）

×塚本
　
弘
（
東
京
滋
賀
県
人
会
会
長
）

春
山
　
俊
宏
（
東
東
京
滋
賀
県
人
会
専
務
理
事
）

高
島
市

六
月
二
十
七
日

　
六
月
二
十
七
日
に
は
、
今
城
高
島
市
長
と
塚
本
県
人
会
会
長
、
春
山
専
務
理
事
に
よ
る
特
別
対
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は 

「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
の
未
来
づ
く
り
」
と
「
首
都
圏
か
ら
の
応
援
の
か
た
ち
」
で
す
。
滋
賀
な
ら
で
は
の
自
然
の
魅
力

や
人
材
の
課
題
、
そ
し
て
新
し
い
挑
戦
に
つ
い
て
、
熱
心
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
以
下
に
対
談
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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■ �
里
山
の
暮
ら
し
と
水
の
恵
み
か
ら
は
じ
ま
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

市
長
は
三
十
年
前
に
京
都
か
ら
高
島
に
移
り
住
み
、
高

校
時
代
か
ら
山
や
里
山
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
紹
介
。「
山
や
水
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
が
一
体
と

な
っ
た
豊
か
な
風
景
こ
そ
高
島
の
宝
」
と
語
り
ま
す
。
人

口
減
少
が
続
く
な
か
、
水
や
森
林
と
い
っ
た
資
源
を
活
か

し
、
新
た
な
仕
事
や
産
業
を
生
む
こ
と
で
人
々
が
集
ま
る

循
環
を
作
り
た
い
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

■ 

東
京
で
伝
え
る
「
高
島
の
味
と
魅
力
」

　

県
人
会
側
か
ら
は
、
首
都
圏
で
実
施
さ
れ
て
き
た
滋
賀

の
発
信
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ワ

マ
ス
を
使
っ
た
食
体
験
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
生
産
者
交
流

を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
は
大
好
評
。
こ
う
し
た「
食
」

と
「
交
流
」
を
通
じ
て
東
京
の
人
々
に
高
島
を
知
っ
て
も

ら
い
、
実
際
に
訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
続
け

て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

空
き
家
再
生
や
温
暖
化
の
中
で
の
漁
業
支
援

　

地
域
に
は
古
い
建
物
や
空
き
家
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
金
面
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
企
業
や
大
学
と
連

携
し
、
カ
フ
ェ
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
再
生
で
き
れ
ば
大
き

な
魅
力
と
な
る
は
ず
で
す
。ま
た
漁
業
関
係
者
か
ら
は「
温

暖
化
の
影
響
で
魚
が
と
れ
に
く
い
」と
い
う
切
実
な
声
も
。

地
域
全
体
で
ど
う
支
え
る
か
が
重
い
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

■ 

外
国
人
材
と
共
に
歩
む
ま
ち
へ

　

企
業
が
積
極
的
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
若
者
を
雇
用
し
、

住
居
支
援
も
行
う
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。市
長
も「
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
代
替
で
き
な
い
人
の
力
が
あ
り
、
特

に
介
護
な
ど
で
は
人
材
が
不
可
欠
。外
国
人
を
受
け
入
れ
、

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
」
と
強
調
。
人

口
減
少
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
多
文
化
共
生
の
重
要
性
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

若
者
の
県
外
流
出
と
人
材
還
流
へ
の
挑
戦

　

滋
賀
県
は
、
高
校
数
は
多
い
も
の
の
大
学
が
少
な
く
、

多
く
の
若
者
が
東
京
へ
進
学
し
、
そ
の
ま
ま
戻
ら
な
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
県
人
会
で
は
、東
京
で
滋
賀
の
企
業（
ホ

リ
ゾ
ン
社
な
ど
）
を
Ｐ
Ｒ
し
、
学
生
が
地
元
の
可
能
性
を

再
発
見
す
る
機
会
を
つ
く
る
活
動
を
今
年
か
ら
開
始
。
将

来
、滋
賀
に
戻
り
た
い
と
い
う
若
者
を
増
や
す
狙
い
で
す
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
を
元
気
に
す
る

　

今
年
秋
に
滋
賀
県
全
域
で
開
催
さ
れ
る
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」（
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）。
高
島
市
で
は
銃
剣
道
や

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
」
と
コ
メ

ン
ト
。
ま
た
大
阪
・
関
西
万
博
で
も
滋
賀
ゾ
ー
ン
で
地
域

資
源
を
積
極
的
に
発
信
し
、
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
た
い

と
の
展
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は
、
万
博
で
は
「
高

島
市
出
身
の
石
黒
先
生
の
パ
ビ
リ
オ
ン
（
※
七
頁
参
照
）

を
見
に
行
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

■ 

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
新
し
い
夢

　

最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
具
体
例
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
立
ち
上
げ
た「
ヴ
ィ

ア
ベ
ン
テ
ン
滋
賀
」
は
、
十
年
計
画
で
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を

目
指
す
ク
ラ
ブ
。
教
育
活
動
に
も
積
極
的
で
、
高
島
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
こ
う

し
た
活
動
と
地
域
施
設
の
連
携
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

 　

今
回
の
対
談
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、

①
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
た
仕
事
づ
く
り
、
②
都
市

部
と
の
交
流
に
よ
る
外
へ
の
発
信
、
③
外
国
人
材
を
含
む

人
材
確
保
と
多
文
化
共
生
、
④
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
核
と

し
た
地
域
の
盛
り
上
げ 

で
す
。

　

市
長
は
「
楽
し
み
な
が
ら
人
が
集
ま
り
、
地
域
が
元
気

に
な
る
流
れ
を
作
り
た
い
」
と
語
り
、
県
人
会
側
も
「
東

京
か
ら
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
呼
応
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
結
び
つ
き
、
高
島
市
の
未
来

を
と
も
に
築
い
て
い
く
姿
勢
が
印
象
的
な
対
談
と
な
り
ま

し
た
。

（
左
か
ら
）
春
山 

俊
宏 

東
京
滋
賀
県
人
会
専
務
理
事
、
今
城 

克
啓 

高
島

市
長
、
塚
本 

弘 

東
京
滋
賀
県
人
会
会
長 



　３月19日（水・祝）～ 24日（月）　日本橋髙島屋S.C.8階催会場にて開催。
　会期中好天にも恵まれ多くのお客様にお越しいただきました。
　なかでも新企画の親子丼、近江牛、ひつまぶしの３イートインを合同展開した近江レス
トラン（総合イートイン）は特に好評で、3社合計の売上高を大きく伸ばすことができま
した。
　さらに、新展開のパン企画や「湖のスコーレ」「石山プリン」「ボレロ」「喜多品」等の
新出展商品、昨年に続いて出展の2年目展開商品も好調で、売上は前年比123.3％と大幅
増と、2年連続の増加を記録しました。
　お楽しみ抽選会場では、近江牛や近江のお茶、また出展会員からの協賛商品などが当た
るガラポン抽選会が大人気。外れのない大抽選会でお客様の多くの笑顔が見られました。
 また、県人会では、足をお運びいただいた会員の皆様へのささやかなお礼として、粗品
を進呈いたしました。
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第36回第36回　　琵琶湖夢街道　琵琶湖夢街道　大近江展大近江展
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　9月11日（木）16時より、中央区銀座7丁目の銀座ライオン
　クラシックホールにて、定期総会を開催。正会員の過半数
（委任状提出者を含む）が出席し、成立しました。
　令和6年度決算、令和6年度事業報告の審議を行い、出席会
員多数の賛同を得て可決されました。
　また、令和7年度役員人事についても提案通り可決されま
した。同封の『総会だより』をご参照ください。
　定期総会の後、懇親会を同会場で開催。約60名の当会会員
などが出席されました。当日は東京全域があいにくのゲリラ
豪雨に襲われてしまいましたが、懇親会が始まる頃には雨雲
も抜け、新年会以来半年ぶりに顔を合わせた皆さまで大盛り
上がりの会となりました。

令和７年総会・懇親 会を開催しました！
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令和７年総会・懇親 会を開催しました！
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東京で広がる「近江の茶」の輪
　9月15日（祝・月）、日本橋髙島屋本店ガレリアコミュ
ニティスペースにて「2025甲賀流大茶会」が盛大に開催
されました。一般社団法人東京滋賀県人会は、甲賀市か
らの委託を受け「甲賀の茶PR事業」として本イベント
を実施。首都圏で近江の茶の魅力を伝え、多くの方々と
つながりを生み出す一日となり、会場は終始にぎわいま
した。
日本茶の原点を伝える
　伝教大師最澄が中国から持ち帰った茶の種が根付いた
のは滋賀・比叡山。日本茶の始まりは滋賀にあります。
その歴史を受け継ぐ近江の茶を東京の中心で味わい、学
び、分かち合う場となりました。
滋賀茶を支える一大産地・甲賀市
　滋賀県産の茶の約9割を担う甲賀市。その自然と気候
が生む豊かな風味の近江の茶は、多くの来場者を魅了し
ました。会場で振る舞われた冷茶や限定販売の商品は大
好評で、近江の茶の存在感を首都圏に示しました。
最澄上人のお誕生日に近江の茶で乾杯
　大きな目玉となったのが、9月15日・最澄上人の誕生
日にあわせて行われた「乾杯セレモニー」です。ご来賓
と来場者が一斉にお茶を掲げ、日本最古の茶にまつわる
歴史と滋賀の誇りを共有しました。東京の中心で交わさ

れたその一杯は、多くの人々の心に残る時間となりまし
た。
体験を通じて広がる「近江の茶」の魅力
　ワークショップ＆トークセッションでは、滋賀県茶業
会議所事務局長の志和昭一氏が登壇。近江の茶の特色や
背景を解説し、実際に淹れたてを味わう体験が行われま
した。
　自らお茶を淹れ、香りや味わいを感じる、この体験こ
そが首都圏の方々に近江の茶を深く理解していただく大
きなきっかけとなりました。参加者からは「滋賀のお茶
の奥深さを初めて知った」「暮らしの中で楽しみたい」
との声が寄せられ、ファンづくりにつながる時間となり
ました。さらに「ここ滋賀」での同時開催イベントとの
相乗効果もあり、両会場を回遊するお客様の姿が絶えま
せんでした。
新たな広がりへの一歩
　今回の大茶会では、首都圏の多くの方々に近江の茶を
知り、味わっていただく機会となりました。滋賀県産の
茶の約9割を担う甲賀の魅力が、暮らしの中で親しまれ
るきっかけになればと願っています。ご来場くださった
皆さま、そして開催にご協力いただいた皆さまに心より
感謝申し上げます。

2025甲賀流大茶会＠日本橋髙島屋 開催報告



隈
研
吾
が
手
が
け
た
！
　

木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
新
拠
点

　

近
畿
で
最
初
に
誕
生
し
た
道
の
駅
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て

き
た
、
甲
賀
市
の
道
の
駅
「
あ
い
の
土
山
」
が
、
こ
の
た
び
世

界
的
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
の
設
計
に
よ
り
壮
麗
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
は
、

伝
統
と
現
代
性
を
融
合
さ
せ
、
ま
さ
に
滋
賀
を
代
表
す
る
新
た

な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
茶
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り

　

滋
賀
県
は
、
日
本
茶
発
祥
の
地
。
日
本
天
台
宗
の
宗
祖
・
最

澄
（
伝
教
大
師
）
が
中
国
か
ら
茶
の
種
を
持
ち
帰
り
、
比
叡
山

延
暦
寺
に
植
え
た
こ
と
が
日
本
茶
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
最
古
の
歴
史
を
誇
る
お
茶
は
、
今
も
滋
賀
を
象
徴

す
る
名
産
品
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
甲
賀
市
土
山
は
県
内
最
大

の
茶
産
地
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
あ
い
の
土
山
」
で
は
、

こ
の
お
茶
の
魅
力
を
全
面
に
押
し
出
し
、
訪
れ
る
人
々
に
滋
賀

の
お
茶
文
化
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

雨
で
も
快
適
！
　

ド
ラ
イ
ブ
途
中
に
立
ち
寄
れ
る
進
化
し
た
道
の
駅

　

施
設
は
駐
車
場
や
延
床
面
積
を
拡
張
し
、
全
天
候
型
の
屋
根

付
き
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
。
雨
の
日
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
快

適
な
空
間
が
整
い
ま
し
た
。
地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
直
売
所
や

甲賀市甲賀市Information
茶
ど
こ
ろ
甲
賀

隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
新
し
い
道
の
駅
が
誕
生

隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
新
し
い
道
の
駅
が
誕
生

滋
賀
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
・
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
飲
食

ス
ペ
ー
ス
も
充
実
し
、
さ
ら
に
愛
犬
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
ド
ッ

グ
ラ
ン
も
備
え
、
ご
家
族
皆
様
が
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ス

ポ
ッ
ト
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

吉
幾
三
さ
ん
も
一
日
駅
長
！
　

華
や
か
に
盛
り
上
が
っ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、（
一
社
）
甲
賀
市
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
の
観
光

Ｐ
Ｒ
大
使
の
吉
幾
三
さ

ん
が
一
日
駅
長
を
務

め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

や
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
展

示
、
忍
者
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

甲
賀
か
ら
、
滋
賀

全
体
の
魅
力
を

首
都
圏
へ

　

東
京
滋
賀
県
人
会
で

は
、
甲
賀
市
か
ら
の
委

託
を
受
け
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
甲
賀
市

で
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
滋
賀
全
体
の
魅
力
へ
も
関
心
を
広

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
近
江
米
や
鮒
寿
司
、

信
楽
焼
や
近
江
商
人
の
文
化
な
ど
、
県
内
十
九
市
町
そ
れ
ぞ
れ

が
誇
る
魅
力
と
と
も
に
、
滋
賀
の
多
彩
な
表
情
を
皆
様
に
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

滋
賀
へ
行
く
な
ら
、

ま
ず
「
あ
い
の
土
山
」
へ
！

　

滋
賀
に
お
越
し
の
際
に
は
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
あ

い
の
土
山
」
に
立
ち
寄
り
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
そ
し
て
お

茶
文
化
に
彩
ら
れ
た
滋
賀
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
。
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県人会県人会のの活活動動

鮭
の
会

毎
月
第
一
火
曜
日
を
原
則
開
催
日
と
し
、
滋
賀

に
所
縁
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
滋
賀
銀
行
、
滋

賀
県
、「
こ
こ
滋
賀
」、
さ
ら
に
首
都
圏
の
各
県
人

会
が
一
堂
に
会
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
な
ど

周
知
情
報
を
持
ち
よ
り
、
首
都
圏
で
の
情
報
共
有

化
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
材
要
請
な
ど
に
努
め
て
い

ま
す
。お

声
掛
け
運
動

平
成
三
十
年
十
月
よ
り
、
事
務
局
か
ら
七
十
五

歳
以
上
の
会
員
（
百
名
弱
）
の
方
に
お
電
話
に
よ

る
「
お
声
掛
け
運
動
」
を
実
施
（
不
定
期
）
し
、

今
ま
で
に
、
お
お
よ
そ
対
象
者
に
二
十
巡
ほ
ど
お
電

話
を
か
け
、
日
常
の
お
話
、
ご
相
談
、
県
人
会
活

動
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

業
務
連
絡
会

こ
れ
ま
で
幹
部
会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
六
年
度
新
体
制
発
足
に
伴
い
改
編
。
会

長
、
副
会
長
を
は
じ
め
幅
広
い
役
員
が
参
加
し
、

毎
月
一
回
ペ
ー
ス
で
当
会
の
主
要
活
動
の
推
進
や

組
織
強
化
、
全
滋
連
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
か
か

わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
透
明
性
の
高
い
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。

理
事
会
の
ご
報
告

八
月
二
十
八
日
（
金
）　

東
京
滋
賀
県
人
会
ホ
ー

ル
に
て
開
催
。
会
長
に
よ
る
全
般
的
な
活
動
報
告

の
あ
と
、
令
和
六
年
度
決
算
の
報
告
・
令
和
七
年

度
予
算
・
人
事
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

物
故
者
法
要

八
月
二
十
八
日
（
金
）　

理
事
会
に
先
立
ち
、

東
京
滋
賀
県
人
会
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

毎
年
八
月
に
、
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
東

京
滋
賀
県
人
会
関
係
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
物

故
者
法
要
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
昨
年
亡

く
な
ら
れ
た
物
故
者
一
名
の
方
の
名
前
を
読
み
上

げ
、
供
養
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
会
長
を
塾
頭
に
、
滋
賀
県
に
所
縁
の
あ

る
人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
知

識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、
平
成
二
十
八
年
秋
以
降
「
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
十
九
回
は
、
六
月
二
十
三
日
（
月
） 「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
近

江
牛
も
り
し
ま　

寛
閑
観
」
に
て
、
川
分
陽
二 

氏
【
フ
リ
ー
バ
ン

ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
：
彦
根
市
出
身
】
を

お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「「
ミ
ス
タ
ー
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー
」
と
人
は
呼
ぶ
～
リ
ス
ク
を
取

り
す
ぎ
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
人
生
の
報
告
～
」
と
し
て
、
投

資
先
三
百
社
、
上
場
実
績
三
十
社
を
誇
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
川
分
氏
に
、「
経
営
と
成
長
の
リ
ア
ル
」

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

物故者法要

第19回AKINDO塾

川
分
陽
二 

氏

講
演
要
旨
は
東
京
滋
賀
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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参加者の皆さんと懇親会で交流！　楽しいひととき

過去開催の“滋賀の地酒とチーズの会”の様子

「ここ滋賀」発・つながりを育てる交流プロジェクト
滋賀県情報発信拠点「ここ滋賀」を、滋賀にゆかりのある皆さまが気軽に集い、
つながる“拠点”と位置付け、首都圏で暮らす方々を対象に、随時・継続的な交
流イベントを展開しています。
この取り組みは、「関係人口創出事業」として、主催：「ここ滋賀」、運営協力：
一般社団法人 東京滋賀県人会 の体制で実施しています。イベント企画案は幅広
い方々から公募され、多様な意見やアイデアが取り入れられる仕組みになってお
り、さまざまな人に開かれた取り組みであることも魅力のひとつです。

●交流イベントの目的
　 • 滋賀県とつながりのある人々のネットワークを強化
　 • 首都圏における滋賀ファンの拡大

この秋から来春にかけて、多彩なイベントを予定しています。
ぜひお気軽にご参加ください！

●開催予定イベントのご紹介

「ここ滋賀」交流イベント カレンダー　令和7年 9月−令和8年 2月

近江ゆかりの地と旧東海道
ぷらぷら街歩き
～たけちゃんと行く古地図巡り～

滋賀の地酒とチーズの会

SHIGA CRAFT BEER PARTY
@COCOSHIGA

歴史講座「国友鉄砲」

信楽の魅力発信イベント

国友鉄砲製造講座

サウナで知る滋賀の魅力

好評のうちに終了しました

好評のうちに終了しました

開催予定

11月18日（火）
開催予定

2月10日（火）
開催予定

←　開催予定　→

←　開催予定　→

東京にいながら滋賀を深く感じ、仲間と語り合える場をつくることこそ、「ここ滋賀」の存在意義であり、大きな魅力です。
これからも「ここ滋賀」を起点とした学びと交流の機会を積み重ね、首都圏における滋賀ファンの輪を広げてまいります。

最新情報は東京滋賀県人会Facebook・ウェブサイト・公式LINEにてご案内します。

「ここ滋賀」では、同窓会開催のきっか
けづくりを応援しています。滋賀の懐か
しい味と地酒を楽しみながら、思い出話
に花を咲かせませんか。ぜひお気軽にお
声がけください。

同窓会を
ひらいて
みませんか？
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今
年
の
四
月
、
千
葉
県
香
取
市
で
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

せ
ん
の
み
な
と
フ
ェ
ス
２
０
２
５
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
（
リ
ン
ク
ト
イ
ン
）
と
い
う
、

ビ
ジ
ネ
ス
特
化
型
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
仲
間
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
二
年
目
と
な
り
ま
す
。

会
場
「
せ
ん
の
み
な
と
」
は
「
泊
ま
れ
る
キ
ャ
リ
ア
相

談
所
」
に
加
え
て
、
キ
ャ
リ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
・

推
進
、
地
域
経
済
創
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（U
RL: https://sennom

inato.com
/

）
東
京
駅
か

ら
高
速
バ
ス
で
八
十
分
か
か
る
そ
の
場
所
に
、
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
約
百
名
が
集
結

し
ま
し
た
。
こ
つ
こ
つ
準
備
を
重
ね
て
く
だ

さ
っ
た
運
営
メ
ン
バ
ー
を
筆
頭
に
、
ま
ず
は

ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
各
自
が
得
意

分
野
を
持
ち
寄
り
、
手
料
理
、
着
物
の
着
付

け
、
生
演
奏
等
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
独
特

の
温
か
い
空
気
と
笑
顔
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
昨
年
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
よ
ほ

ど
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
た
の
か
、
主
催
者

か
ら
「
二
〇
二
五
年
・
盆
踊
り
担
当
」
を
依

頼
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
し
て
、Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
で
は
、既
に
「
シ

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、

盆
踊
り
の
冒
頭
に
、
ま
ず
は
シ
ガ
ー
ル
が
江
州

音
頭
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

た

だ
、幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
き
た
江
州
音
頭
で
す
が
、

人
前
で
教
え
る
の
は
初
め
て
。
滋
賀
か
ら
向
か
う
新
幹

線
の
車
内
で
、動
画
を
観
て
こ
っ
そ
り
復
習
を
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
盆
踊
り
の
時
間
。
東
京
滋
賀
県
人
会
か
ら
お
借

り
し
た
ピ
ン
ク
の
法
被
に
身
を
包
み
、
シ
ガ
ー
ル
仲
間
で
県
人

会
会
員
の
笹
井
純
子
さ
ん
と
助
っ
人
の
旦
那
様
と
舞
台
へ
上

が
り
ま
す
。「
右
手
～
、
左
手
～
、
右
後
ろ
～
」
と
マ
イ
ク
で

振
り
付
け
を
説
明
し
、
数
回
練
習
し
た
後
、
音
楽
が
流
れ
出
し

ま
し
た
。
徐
々
に
輪
が
動
き
始
め
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
満
ち
た

そ
の
景
色
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。「
完
全
に
江
州
音
頭

を
覚
え
ま
し
た
よ
」
と
い
う
言
葉
も
、
私
の
心
に
し
っ
か
り
と

響
い
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
北
海
道
の
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
ひ
と
き
わ
賑
や
か
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

迎
え
ま
し
た
。

今
回
を
き
っ
か
け
に
江
州
音
頭
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
古
く
か
ら
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
近
江
商
人
が
旅

す
る
道
す
が
ら
で
、
全
国
に
広
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
掛
け
声
の
「
よ
い
と
よ
い
や
ま
っ
か
」
は
、

「
宵
闇
が
（
徹
夜
で
）
真
っ
赤
（
朝
）
に
な
る
様
」

を
表
現
し
て
い
る
そ
う
で
す
。（
諸
説
あ
り
ま

す
）
そ
れ
を
知
っ
た
時
、
ご
先
祖
様
の
懸
命

な
姿
が
浮
か
び
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
江
州
音
頭
を
、
全
国
の
皆
様
に
紹

介
で
き
た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。で

は
、
皆
様
、
ど
う
ぞ
、
ご
一
緒
に
…

そ
り
ゃ
宵
と
宵
や
真
っ
赤
ど
っ
こ
い
さ
の
せ

　東京滋賀県人会理事　はまもとガーデンデザイン　浜本　規子

全国の仲間と千葉で踊った江州音頭

県人会活動のアピール
のため、事務局に申請
して東京滋賀県人会法
被をお借りしました。
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＊204号掲載市町：大津市、守山市、近江八幡市、彦根市、高島市、長浜市、甲賀市
＊205号掲載市町：草津市、野洲市、栗東市、米原市、東近江市、湖南市• 21
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東
京
・
日
本
橋
の
滋
賀
県
情
報
発
信
拠
点
「
こ

こ
滋
賀
」
は
、
令
和
七
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）

に
八
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
平

成
二
十
九
年
の
開
館
以
来
、
東
京
滋
賀
県
人
会
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
、
滋
賀
な
ら
で
は
の
文
化
・
食
・
人

の
魅
力
を
お
届
け
す
る
場
と
し
て
、
活
気
に
あ
ふ

れ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
中
で
も
特
に
多
く
の
来
場
者
の
皆
さ
ま

に
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
企
画
や
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
注
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

 

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
・
関
西
万
博
。

 

「
こ
こ
滋
賀
」
で
も
四
月
に
開
幕
直
前
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、万
博
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ミ
ャ

ク
ミ
ャ
ク
」、
滋
賀
県
彦
根
市
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」、「
わ
る
に
ゃ
ん
こ
将
軍
」

が
集
ま
る
夢
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
登
場
で
は
、
日
本

橋
を
行
き
交
う
人
々
が
足
を
止
め
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
向
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
場
面
を
通
じ
て
、
首
都
圏
で
も
万
博

を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
滋
賀
の
魅
力
を
首
都

圏
で
暮
ら
す
人
々
に
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
け
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
は
、東
京
の
一
流
ホ
テ
ル「
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
」
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

「ここ滋賀」からつなぐ！  ふるさと滋賀の魅力

～ 首都圏で広がる滋賀の輪 ～

大
阪
・
関
西
万
博
を
Ｐ
Ｒ

東
京
・
日
本
橋
に
集
合
！

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク

ひ
こ
に
ゃ
ん

わ
る
に
ゃ
ん
こ
将
軍

こ
こ
滋
賀
へ

ご
案
内

し
ま
～
す

滋
賀
県
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米

「
き
ら
み
ず
き
」

一
流
ホ
テ
ル
で
採
用

「きらみずき」水田風景

3体のキャラクターが揃って登場した「ここ滋賀」前は多く
のファンでおおにぎわい。

左から「ミャクミャク」、「ひこにゃん」、「わるにゃんこ将軍」

パレスホテル東京 （東京・丸の内）
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令
和
六
年
十
一
月
に
本
格
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し

た
、滋
賀
県
が
誇
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
の
新
品
種「
き

ら
み
ず
き
」
が
、
東
京
・
丸
の
内
の
日
系
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ホ
テ
ル
「
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
」
に
て
本
格

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
今
年
七
月
か
ら
ホ
テ

ル
内
の
日
本
料
理
「
和
田
倉
」
に
て
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

採
用
決
定
に
際
し
て
は
、
三
日
月
大
造
知
事
が
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
の
総
支
配
人
渡
部
勝
氏
を
表
敬
訪

問
し
、
知
事
は
「
世
界
的
に
も
一
流
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
「
き
ら
み
ず
き
」
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
は
誇
ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
産

者
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
環
境
こ
だ
わ
り
農

業
を
継
続
・
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
総

支
配
人
は
「
品
質
を
大
切
に
す
る
我
々
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
数
あ
る
お
米
の
中
で
も
滋
賀
県
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
米
「
き
ら
み
ず
き
」
が
合
致
し
た
。
我
々
の
ブ
ラ

ン
ド
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
も
ふ
さ
わ
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
事
例
を
契
機
と
し
て
、
滋
賀

の
農
産
物
が
よ
り
多
く
の
場
面
で
評
価
さ
れ
、
選
ば

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
こ
こ
滋
賀
」
で
は
、
滋
賀
県
内
の
大
学
や
高
校
と

連
携
し
た
、
学
生
に
よ
る
販
売
会
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
に
は
、
立
命
館
大
学
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

部
の
学
生
団
体
「
ぎ
ゅ
っ
と
滋
賀
」
が
、
地
域
と
連

携
し
て
開
発
し
た
商
品
（
こ
ろ
っ
茶
）
の
販
売
会
を

実
施
。
学
生
た
ち
が
実
際
に
現
地
へ
足
を
運
び
、
素

材
の
選
定
か
ら
試
作
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
販

路
開
拓
に
至
る
ま
で
、
商
品
全
体
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
、
新
た
な
滋
賀
の
魅
力
を
東
京
・
日
本
橋
で
発
信

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
、
十
二
月
に
は
県
内
高
校
（
安
曇

川
高
校
、
大
津
商
業
高
校
、
八
幡
商
業
高
校
）
に
よ

る
販
売
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
た
ち
が
、

自
分
の
言
葉
で
滋
賀
の
魅
力
や
産
品
を
発
信
す
る
こ

と
は
、
ま
さ
に
次
世
代
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
呼
べ
ま

す
。首
都
圏
に
暮
ら
す
県
人
会
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、

彼
ら
の
頑
張
る
姿
は
か
つ
て
の
自
分
を
思
い
出
す
よ

う
な
、
心
あ
た
た
ま
る
場
面
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
単
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

観
光
案
内
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滋
賀
を
愛
す
る
人

た
ち
が
集
い
、
語
り
合
い
、
未
来
を
と
も
に
描
い
て

い
く
、そ
ん
な「
場
」で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
で
暮
ら
す
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
と
の
距
離
を
ぐ
っ
と
縮
め
る
入

り
口
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
「
こ
こ
滋
賀
」

は
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
、〝
い
ま
の
滋
賀
〟
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

左：三日月知事と右：パレスホテル東京 総支配人 渡部勝氏

画像はイメージです。

滋
賀
ゆ
か
り
の
若
者
と
地
元
の
懸
け
橋

「
こ
こ
滋
賀
ふ
る
さ
と
便
」

つ
い
に
実
現
！

新
た
な
役
割

若
者
た
ち
の
挑
戦
を

応
援
す
る
場「
こ
こ
滋
賀
」

　

今
夏
、「
こ
こ
滋
賀
」
が

新
た
に
始
め
る
の
が
「
こ

こ
滋
賀
ふ
る
さ
と
便
」。

　

進
学
や
就
職
を
機
に
、

滋
賀
県
を
離
れ
首
都
圏
で

新
た
な
生
活
を
始
め
た
若
者
た
ち

は
、
日
々
の
忙
し
さ
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

次
第
に
ふ
る
さ
と
と
の
距
離
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち

に
向
け
て
、
滋
賀
県
の
魅
力
や
ぬ
く
も
り
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
こ
こ
滋
賀
」
で
は
「
こ

こ
滋
賀
ふ
る
さ
と
便
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
滋
賀
県
の
特
産
品
や
地
元
企

業
の
魅
力
あ
る
商
品
を
厳
選
し
、
ひ
と
つ
の
箱
に
詰

め
込
ん
で
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
滋
賀
県
ゆ
か
り
の

若
者
に
地
元
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

 

「
ふ
る
さ
と
便
」
を
通
じ
て
、

頑
張
る
若
者
に
エ
ー
ル
を
送

り
、
い
つ
で
も
ふ
る
さ
と
滋
賀

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
若
い
世
代
と
地
域
の
つ
な

が
り
を
育
み
、
今
後
の
「
関
係

人
口
」
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
ゆ
か
り
の
皆
さ
ま
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
詳
細
は
「
こ
こ
滋
賀
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
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京
都
の
東
に
位
置
す
る
琵
琶
湖
の
周
辺
に
は
、
東
日
本
へ
と
通
じ
る
東
海
道
・
中

山
道
・
北
国
街
道
・
西
近
江
路
な
ど
主
要
な
街
道
が
集
中
し
、
琵
琶
湖
自
体
も
水
運

が
発
達
し
た
交
通
の
要
衝
で
し
た
。
日
本
海
に
臨
む
敦
賀
や
小
浜
へ
海
路
輸
送
さ
れ

た
、
蝦
夷
地
の
産
物
、
奥
羽
・
北
陸
の
米
、
日
本
海
の
塩
や
干
魚
・
塩
魚
な
ど
、
荘

園
年
貢
や
民
間
の
商
業
物
資
は
、
琵
琶
湖
北
岸
の
塩
津
・
海
津
・
今
津
の
港
へ
と
陸

送
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
船
で
南
岸
の
大
津
や
坂
本
に
送
ら
れ
、
更
に
陸
路
で
京
都
に
運

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
東
岸
の
朝
妻
（
現
在
の
米
原
市
）
か
ら
は
、
中
山
道
を
通
っ
て

き
た
物
資
が
船
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
通
経
済
を
背
景
に
、
戦
国

期
以
降
、
織
田
信
長
の
安
土
城
を
は
じ
め
、
こ
の
地
を
重
視
し
た
名
だ
た
る
大
名
の

居
城
が
置
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
鉄
道
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
発
達
す
る
以
前
は
、
琵
琶

湖
湖
北
か
ら
丸
子
船
で
湖
上
を
大
津
へ
、
さ
ら
に
琵
琶
湖
疎
水
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を

経
て
京
都
へ
と
船
の
道
は
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
瀬
舟
で
伏
見
へ
と
下
っ

て
大
阪
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
、司
馬
遼
太
郎
は
「
週
刊
朝
日
」
で
『
街
道
を
ゆ
く
』
の
連
載
を
始
め
ま 

し
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
の
舞
台
に
、
近
江
の
「
湖
西
の
み
ち
」
を
選
び
ま

し
た
。
巻
頭『
近
江
と
い
う
こ
の
あ
わ
あ
わ
と
し
た
国
名
を
口
ず
さ
む
だ
け
で
も
う
、

私
に
は
詩
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
ほ
ど
、こ
の
国
が
好
き
で
あ
る
』。
今
回
の
「
カ
メ
ラ 

で
巡
る
」
は
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
て
も
琵
琶
湖
が
見
え
、
緑
が
一
杯
で
、
そ
の
美
し

い
風
景
に
心
が
安
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
思
い
が
す
る
湖
西
を
訪
ね
る
、
昨
年
７
月
20

日
に
開
通
50
周
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
（
ロ
ー
カ
ル
線
百
選
）
の
旅
と
し
ま
し
た
。

カメラで巡るカメラで巡る

森岡　進一（近江八幡市出身）

ＪＲＪＲ湖西線の旅湖西線の旅

江
若
鉄
道
は
、
浜
大
津
と
近
江
今
津
を
結
ん
で
い
た
私
鉄

で
、
昭
和
６
年
の
全
線
開
通
以
降
湖
西
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
国
鉄
湖
西
線
に
そ
の
使
命
を
譲
り

昭
和
44
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
湖
西
線
は
、
旧
国
鉄
に
よ
っ

て
琵
琶
湖
西
岸
の
旧
江
若
鉄
道
に
代
わ
る
基
幹
路
線
と
し
て
昭

和
49
年
に
開
業
し
ま
し
た
。
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
踏
切
が

１
つ
も
な
い
こ
と
で
す
。
関
西
と
北
陸
方
面
を
直
結
す
る
短
絡

線
と
し
て
作
ら
れ
た
た
め
、
大
部
分
の
区
間
が
高
架
化
さ
れ
、

山
も
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
こ
と
で
急
カ
ー
ブ
が
な
く
、
高
速
走
行

を
す
る
た
め
の
路
線
で
す
。
こ
の
区
間
を
走
る
特
急
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
や
新
快
速
は
、
最
高
時
速
１
３
０
㎞
で
走
行
し
ま
す
。

湖
西
線
は
０
キ
ロ
ポ
ス
ト
の
あ
る
山
科
駅
を
起
点
、
近
江
塩
津

駅
を
終
点
と
す
る
路
線
距
離
74
・
１
㎞
、
駅
数
21
駅
、
山
科
駅

か
ら
は
全
て
の
列
車
が
京
都
駅
ま
で
直
通
し
て
い
ま
す
。
一
部

列
車
は
近
江
塩
津
駅
か
ら
北
陸
本
線
に
乗
り
入
れ
て
、
北
陸
新

幹
線
に
も
接
続
す
る
敦
賀
駅
ま
で
至
り
ま
す
。
車
窓
を
流
れ
る

景
色
も
関
西
随
一
で
、
沿
線
の
東
側
に
は
日
本
一
大
き
な
琵
琶

湖
の
雄
大
な
姿
を
、
遮
る
物
な
く
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

西
側
に
は
自
然
豊
か
な
山
々
が
望
め
て
絶
景
で
す
。
一
方
、
湖

西
線
は
、
強
風
や
大
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
路
線
で
、
遅
延

が
発
生
し
て
い
る
と
関
西
地
区
の
駅
構
内
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

地
図
上
に
光
っ
て
表
示

さ
れ
る
路
線
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
確
率
で
湖

西
線
で
す
。

【
京
都
市
の
駅
】

●
山
科
駅
：
Ｊ
Ｒ
湖
西

線
の
０
キ
ロ
ポ
ス
ト
の

駅
で
す
。
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖

線
と
京
阪
京
津
線
の
乗

換
駅
で
、
山
側
に
は
琵

琶
湖
疎
水
が
あ
り
ま
す
。

【
大
津
市
の
駅
】

●
大
津
京
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
７
２
８
４
人
（
２
０
２
２
年
度

駅
別
乗
降
客
数
、
以
下
客
数
の
み
記
述
）

　

徒
歩
圏
内
に
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
皇
子
山
総
合
運
動
公

園
に
は
野
球
場
や
陸
上
競
技
場
が
あ
り
ま
す
。び
わ
湖
大
津
館
は
、

昭
和
９
年
に
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
と
し
て
竣
工
し
た
近
代
建
築
で｢

湖

国
の
迎
賓
館｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
こ
の
建
物

を
中
核
施
設
に
柳
が
崎
湖
畔
公
園
が
開
園
、
外
輪
船
ミ
シ
ガ
ン
が

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
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（
に
っ
ぽ
ん
心
の
仏
像
百
選
）
と
い
い
、
平
安
時
代
に
源
信
が

湖
上
安
全
と
衆し
ゅ
う
じ
ょ
う
さ
い
ど

生
済
度
の
為
に
建
立
し
た
と
云
わ
れ
ま
す
。
歌

枕
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
松
尾
芭
蕉
は
『
鎖じ
ょ
うあ
け
て
月
さ
し
い

れ
よ
浮
御
堂
』
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
琵
琶
湖
大
橋
、「
道
の
駅

び
わ
湖
大
橋
米
プ
ラ
ザ
」
へ
は
バ
ス
で
10
分
で
す
。

●
小
野
駅
：
一
日
乗
降
客
数
４
７
４
６
人
。
す
ぐ
近
く
に
琵
琶

湖
を
望
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
古
代
豪
族
小お

野の

氏う
じ

は
、
近
江
国
の
南
西
部

に
位
置
す
る
滋
賀
郡
北
部
の
堅
田
付
近
を
中
心
と
し
た
地
域
に

勢
力
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。
小
野
の
地
に
は
小
野
神
社
が
鎮
座

し
、
有
名
な
小
野
氏
の
人
物
を
祀
る
摂
社
や
境
外
社
が
多
く
あ

り
ま
す
。
古
代
の
有
名
な
小
野
氏
と
い
え
ば
、
遣
隋
使
の
小

野
妹い
も

子こ

（
小
野
妹
子
神
社
）、
妹
子
の
子
で
天
武
天
皇
に
仕
え

太だ
じ
ょ
う
か
ん

政
官
兼
刑ぎ

ょ
う
ぶ部

大た
い

卿け
い

大た
い
き
ん
じ
ょ
う

錦
上
に
ま
で
登
り
つ
め
た
小
野
毛え

み
し人

、

平
安
時
代
前
期
の
漢
学
者
や
歌
人
で
参
議
の
小
野
篁た
か
む
ら（
小
野

篁
神
社
）、
世
界
三
大
美
人
に
数
え
ら

れ
た
平
安
時
代
前
期
の
六
歌
仙
で
あ

る
女
流
歌
人
小
野
小こ

町ま
ち（

小
野
神
社
）、

平
安
時
代
中
期
に
三さ
ん

蹟せ
き

と
呼
ば
れ
た

能
書
家
の
小
野
道み
ち

風か
ぜ

（
小
野
道
風
神

社
）
等
が
有
名
で
す
。
鳥
居
の
手
前

わ
き
に
は
神し
ん

田で
ん

が
あ
り
、
本
殿
前
の

両
脇
の
石
造
物
が
重
ね
た
餅
を
か
た

ど
っ
て
い
る
の
は
餅
の
神
様
な
ら
で

は
。
菓
子
作
り
の
神
様
と
し
て
も
崇

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
和
邇
駅
：
一
日
乗
降
客
数
３
８
９ 

６
人
。
滋
賀
県
の
難
読
駅
名
で
す
。

和わ

邇に

の
地
名
は
、
古
代
豪
族
和わ

邇に

氏う
じ

が
由
来
で
す
。

●
蓬
莱
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
７
４ 

４
人
。
白
砂
青
松
で
波
も
穏
や
か
な

蓬
莱
浜
が
あ
り
、ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

ら
れ
、
穴
太
衆
積
み
の
石
積
み
に
囲
ま
れ
た
里
坊
群
の
町
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

隠
居
し
た
僧
侶
の
住
居
を
兼
ね
た
里
坊
の
庭
や
石
垣
の
道
な
ど

門
前
の
風
景
を
訪
ね
て
観
て
下
さ
い
。
延
暦
寺
と
琵
琶
湖
の
一

大
パ
ノ
ラ
マ
を
訪
ね
る
に
は
日
本
一
長
い
２
０
２
５
ｍ
の
坂
本

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
便
利
で
す
。
琵
琶
湖
八
景
『
煙
雨
比
叡
の
樹

林
』、
比
叡
山
延
暦
寺
の
杉
と
香
（
か
お
り
風
景
百
選
）、
比
叡

山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
（
日
本
の
夜
景
百
選
）
は
素
敵
で
す
。

●
お
ご
と
温
泉
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
０
４
４
４
人

徒
歩
21
分
に
は
滋
賀
県
唯
一
の
芸
術
大
学
の
成
安
造
形
大
学
が

あ
り
ま
す
。
お
ご
と
温
泉
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
日
の
出
が
楽

し
め
る
温
泉
地
で
す
。
露
天
風
呂
か
ら
目
の
前
に
広
が
る
琵
琶

湖
を
一
望
し
な
が
ら
眺
め
る
日
の
出
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

●
堅
田
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
４
２
８
６
人

▪
堅
田
の
浮
御
堂
：
近
江
八
景
『
堅
田
の
落
雁
』
に
描
か
れ
て

い
る
浮
御
堂
は
、
正
式
名
称
を｢

臨
済
宗
大
徳
寺
派
満
月
寺｣

発
着
す
る
ほ
か
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
も
あ
り
ま
す
。
天

智
天
皇
が
遷
都
し
た
古
都
近
江
大
津
宮
の
跡
地
に
創
立
さ
れ
た

近
江
神
宮
は
、
百
人
一
首
で
有
名
で
す
。

●
唐
崎
駅
：
一
日
乗
降
客
数
６
７
４
６
人

※
湖
西
湖う
み

辺の
べ

の
道
：
古
代
の
面
影
が
多
く
残
る
道
で
西
近
江
路

の
大
津
の
札
の
辻
を
起
点
と
し
て
北
上
し
て
い
ま
す
。
小
関
越

え
か
ら
、
道
標
の
あ
る
北
国
橋
で
、
琵
琶
湖
疎
水
を
渡
り
ま
す
。

疎
水
は
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
へ
送
る
為
に
明
治
18
年
に
工
事
が

開
始
さ
れ
、
北
国
橋
よ
り
す
ぐ
東
側
の
三
保
ヶ
崎
の
取
水
点
か

ら
取
水
し
、
西
側
の
大
津
閘こ
う

門も
ん

を
経
て
京
都
へ
向
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
『
琵
琶
湖
疎
水
』
は
本
年
５
月
16
日
国
宝
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
道
は
、
近
江
八
景
『
三
井
の
晩
鐘
』
で
知
ら
れ
た

三
井
寺
か
ら
唐
崎
に
出
ま
す
。
下
阪
本
の
町
並
み
は
落
ち
着
い

た
風
情
が
残
り
天
下
の
名
城
と
云
わ
れ
た
坂
本
城
址
の
碑
が
佇

ん
で
い
ま
す
。

▪
唐
崎
神
社
：
唐
崎
と
云
え
ば
松
と
云
う
位
に
、
唐
崎
の
松
は

古
来
よ
り
人
々
に
愛
で
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
松
を
植
え
た
の
は

舒じ
ょ

明め
い

天
皇
の
頃
、
創
建
は
持じ

統と
う

天
皇
の
頃
と
も
云
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
地
で
か
つ
て
大
津
京
の
貴
人
た
ち
が
舟
遊
び

を
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
云
わ
れ
ま
す
。
近
江
八
景
『
唐

崎
の
夜
雨
』
や
歌
枕
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
松
尾
芭
蕉
は
『
辛

崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
』
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
松
は

何
代
目
の
松
か
な
と
、
そ
っ
と
触
れ
て
み
ま
し
た
。

●
比
叡
山
坂
本
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
０
３
７
０
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
坂
本
は
、
日
吉
大
社
と
延
暦
寺
の
門
前
町

と
し
て
、
北
国
や
東
国
か
ら
の
物
資
を
比
叡
山
や
京
都
へ
運
ぶ

水
路
と
陸
路
の
要
衝
と
な
り
、
な
か
で
も
坂
本
港
は
琵
琶
湖
舟

運
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
全
国
か
ら
の
参
拝
者
は
坂
本

に
宿
を
と
り
、
日
吉
大
社
に
詣
で
た
あ
と
延
暦
寺
に
上
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
日
吉
大
社
と
延
暦
寺
の
習
合
の
も
と
坂
本
は
宗

教
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
現
在
の
坂
本
は
、
延
暦
寺
（
名

刹
巡
礼
古
寺
百
選
、
平
成
百
景
、
新
日
本
旅
行
地
百
選
）
の
東

の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
全
国
３
８
０
０
社
の｢

山
王
さ
ん
」

の
総
本
山
日
吉
大
社
（
日
本
神
社
百
選
）
の
門
前
町
と
し
て
知

延
暦
寺
根
本
中
堂

（
改
修
中
）

浮
御
堂

琵
琶
湖
大
橋

琵琶湖疏水第1トンネル洞門

車窓（三上山）

石積みの町坂本

唐崎神社

びわ湖大津館

大津京駅
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●
志
賀
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
６
９
０
人
。
琵
琶
湖
に
最
も
近

い
駅
で
す
。高
架
が
高
く
な
っ
て
い
て
志
賀
～
近
江
舞
子
間
は
、

車
窓
の
眺
め
が
特
に
良
く
お
勧
め
で
す
。

▪
び
わ
湖
バ
レ
イ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
：
３
６
０
度
ガ
ラ
ス
張
り
の

車
内
か
ら
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
京
都
市
内
や
大
阪
の
ビ
ル
群

ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
標
高
１
１
０
０
ｍ
の
山
頂
に
は
眺
望
を
楽

し
め
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ｢

び
わ
湖
テ
ラ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

●
比
良
駅
：
一
日
乗
降
客
数
２
８
６
８
人
。
徒
歩
18
分
に
は
び

わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
が
あ
り
ま
す
。

●
近
江
舞
子
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
４
６
２
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
琵
琶
湖
周
航
の
歌
『
松
は
緑
に　

砂
白
き

　

雄
松
が
里
の　

乙
女
子
は　

赤
い
椿
の
森
陰
に
は
か
な
い
恋

に
泣
く
と
か
や
』
と
歌
わ
れ
、
琵
琶
湖
八
景
『
涼
風
雄
松
崎
の

白は
く

汀て
い

』
と
風
光
明
媚
な
地
と
し
て
知
ら
れ
る
大
津
市
志
賀
町
雄

松
崎
（
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
）
は
、
今
は
近
江
舞
子
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
住
居
表
示
の
地
名
に
近
江
舞
子
は
な
く
大
津
市

北
小
松
・
南
小
松
で
す
。 

●
北
小
松
駅
：
一
日
乗
降
客
数
４
８
４
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：『
街
道
を
ゆ
く　

湖
西
の
み
ち
』
に

「
北
小
松
の
家
々
の
軒
は
低
く
、
紅
殻
格
子
が
古
び
、
厠

の
と
び
ら
ま
で
紅
殻
が
塗
ら
れ
て
…
そ
れ
が
粉
雪
に
よ

く
映
え
て
、
こ
う
い
う
漁
村
が
故
郷
で
あ
っ
た
な
ら
ば

ど
ん
な
に
懐
か
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
一
節

が
あ
り
ま
す
。
北
小
松
の
町
は
今
も
家
々
が
残
っ
て
お

り
共
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
雄
松
崎
を
過
ぎ
る
と

高
島
市
で
す
。
湖
中
に
輝
く
白
髭
神
社
の
鳥
居
が
見
え

ま
す
。
延
命
長
寿
で
知
ら
れ
る
白
髭
神
社
に
は
参
拝
客

が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
与
謝
野
鉄
幹
と
晶
子
が
『
し
ら
ひ
げ
の

神
の
御
前
に
わ
く
い
つ
み
こ
れ
を
む
す
へ
は
人
の
清
ま
る
』
と

詠
ん
で
い
ま
す
。
晴
天
の
日
に
社
殿
前
か
ら
見
渡
す
琵
琶
湖
の

眺
望
は
、
ま
さ
し
く
心
が
晴
々
と
し
て
清
ま
る
よ
う
な
心
地
に

な
り
ま
す
。
近
く
に
は
鵜
川
四
十
八
躰
仏
が
あ
り
、
今
も
現
地

に
残
る
33
体
の
大
き
な
石
仏
群
が
静
か
に
湖
を
眺
め
て
い
ま
す
。

【
高
島
市
の
駅
】

●
近
江
高
島
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
３
５
０
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
高
島
市
は
、
明
治
維
新
ま
で
大
溝
と
呼
ば

れ
、
小
藩
な
が
ら
分わ
け

部べ

候
２
万
石
の
城
下
町
で
し
た
。
町
並
み

を
走
る
水
路
、
琵
琶
湖
の
内
湖
乙
女
ヶ
池
、
打
う
ち
お
ろ
し下
集
落
の
水
面

利
用
の
伝
統
的
集
落
景
観
が
『
大
溝
の
水
辺
景
観
』
と
し
て
国

の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
八
ツ
淵
の
滝
（
日
本
の
滝
百
選
）：
比
良
山
系
最
高
峰
武
奈
ヶ

岳
の
北
東
に
端
を
発
す
る
鴨
川
源
流
に
か
か
る
名
瀑
で
、
８
つ

の
淵
が
あ
り
ま
す
。

▪
畑は
た

の
棚
田
（
日
本
の
棚
田
百
選
）：
比
良
の
山
裾
に
幾

何
学
模
様
に
広
が
る
３
５
９
枚
の
棚
田
で
景
観
的
に
も
日

本
の
原
風
景
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
安
曇
川
駅
：
一
日
乗
降
客
数
２
７
３
６
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：『
道
に
志
し
、
孝
を
尽
く
し
、
徳
を

養
う
』
と
そ
の
生
涯
を
貫
い
た
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
。
藤

樹
書
院
跡
や
藤
樹
神
社
や
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館
な

ど
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
徒
歩
12
分
に｢

道
の
駅

藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ｣

が
、
ま
た
人
と
文
化
の
行
き
交
う
鯖
街

道
の
町
朽
木
へ
は
バ
ス
で
35
分
で
す
。

●
新
旭
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
９
９
６
人
。
駅
前
に
観
光
物
産

展
示
直
売
所｢

た
か
し
ま
・
ま
る
ご
と
百
貨
店｣

が
あ
り
ま
す
。

立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

▪
針
江
生
水
の
郷
（
平
成
の
名
水
百
選
）：
針
江
地
区
を
流
れ

る
伏
流
水
が
湧
出
し
て
い
る
も
の
で
、
川か

端ば
た

と
呼
ば
れ
る
仕
組

み
を
用
い
て
暮
ら
し
に
利
用
さ
れ
、
こ
の
地
域
独
特
の
川
と
生

活
が
密
着
し
た
美
し
い
風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

各
家
庭
の
元も
と

池い
け

か
ら
湧
き
出
し
た
生し

ょ
う
ず水

が
坪つ

ぼ

池い
け

に
入
り
、
そ
の

水
は
、
料
理
・
野
菜
洗
い
・
洗
顔
に
使
わ
れ
た
後
、
端は
た

池い
け

に
流

れ
込
み
、
そ
こ
で
沢
山
の
鯉
を
飼
い
、
鯉
が
料
理
の
残
飯
な
ど

を
食
べ
て
水
が
浄
化
さ
れ
た
後
は
家
の
前
の
小
川
に
入
り
、
や

びわ湖テラス

雄松崎の白汀

小野妹子神社

冬の比良山系
近江舞子内湖・遠望

北小松の町並み

畑の棚田 大溝城跡 近江高島駅
針
江
・
生
水
の
郷

針
江
の
川
端

乙
女
ヶ
池

藤
樹
書
院
跡

白
髪
神
社
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＊
お
わ
り
に

　
万
葉
人
や
芭
蕉
や
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
ら
が
愛
で
た
近
江
八
景
、

琵
琶
湖
八
景
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
百
選
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
名
勝
が

連
な
る
琵
琶
湖
の
西
を
走
る
湖
西
線
。
山
が
湖
に
迫
る
際(

き
わ)

は
、

古(

い
に
し
え)

よ
り
一
筋
の
道
で
し
た
。
様
々
な
時
代
の
歴
史
が
投

影
さ
れ
、
幾
多
の
文
化
が
織
り
な
す
浪
漫
の
道
で
し
た
。
琵
琶
湖
を

舞
台
に
四
季
折
々
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
心
と
き
め
く
素
敵
な
湖
西
線
が

益
々
素
敵
に
見
え
る
よ
う
に
、
諸
事
情
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
自
然

体
で
ま
ず
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
大
切
な
有

形
無
形
の
文
化
財
と
琵
琶
湖
を
守
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
参
考
資
料
）

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
：『
湖
西
湖
辺
の
道
』

・
旺
文
社
：『
滋
賀
県
の
ト
リ
セ
ツ
』

・
㈱
マ
イ
ク
ロ
マ
ガ
ジ
ン
社
：『
こ
れ
で
い
い
の
か
滋
賀
県
』

・
小
学
館
：
サ
ラ
イ
２
０
１
２
年
６
月
号

・
㈱
マ
イ
ナ
ビ
出
版
：『
日
本
の
す
ご
い
鉄
道
』

・
㈱
帝
国
書
院
：『
地
図
で
訪
ね
る
歴
史
の
舞
台
』

・
Ｈ
Ｐ
び
わ
湖
高
島
観
光
ガ
イ
ド

・
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
：
新
近
江
名
所
圓
會

静
か
な
ビ
ー
チ

と
琵
琶
湖
が
広

が
り
ま
す
。

▪
マ
キ
ノ
高
原

の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
並
木
（
新
・

日
本
街
路
樹
百

景
）：
こ
こ
に
は
２
０
２
４
年
４
月
オ
ー
プ
ン
の
引
退
競
走
馬

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
施
設｢

Ｔ
Ｃ
Ｃ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
と
馬
の
森
」

が
あ
り
、馬
に
乗
っ
て
並
木
道
を
散
歩
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

▪
海
津
大
崎
の
桜
（
日
本
の
さ
く
ら
名
所
百
選
）：
樹
齢
80
年

を
超
え
て
い
る
約
８
０
０
本
が
湖
岸
に
延
々
４
㎞
わ
た
っ
て
咲

き
誇
り
爛
々
た
る
風
情
で
す
。
琵
琶
湖
八
景
『
暁ぎ
ょ
う
む霧
、
海
津
大

崎
の
岩
礁
』
の
地
で
、
船
か
ら
望
む
景
色
も
人
気
で
す
。

・
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
や
内
湖
、
湖
岸
の
石
積
み
、

共
同
井
戸
、
知ち

内な
い

で
続
け
ら
れ
て
い
る
伝
統
の
ヤ
ナ
漁
な
ど
多

様
な
水
文
化
が
『
高
島
市
海
津
・
西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
』

と
し
て
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
水

の
郷
百
選
）

●
永
原
駅
：
一
日
乗
降
客
数
１
７
４
人

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
琵
琶
湖
の
北
端
は
、
奥
琵
琶
湖
と
云
わ
れ

湖
岸
ま
で
山
が
せ
り
出
し
て
い
る
美
し
い
地
形
で
す
。
京
へ

向
か
う
湖
上
交
通
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
大
浦
の
町
に
は｢

北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」
が
、
足
を
延
ば
し
て
南
に
下
が
る

と
、
白
洲
正
子
が
愛
し
た｢
か
く
れ
里
」
と
称
さ
れ
る
静
寂
で

神
秘
的
な
歴
史

の
里
「
菅
浦｣

に
辿
り
着
き
ま

す
。
葛つ
づ
ら篭
尾お

崎ざ
き

の
麓
に
静
ま
っ 

た
家
々
は
、
ま

さ
に
隠
れ
里
と

い
っ
た
風
情
で

肩
を
寄
せ
合
っ

が
て
琵
琶
湖
に
流
れ
て
行
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
高

島
市
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
』
と
し
て
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
に
通
じ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
近
江
今
津
駅
：
一
日
乗
降
客
数
３
３
２
２
人

・
竹
生
島
へ
の
定
期
観
光
船
が
運
航
し
て
い
る
今
津
港
へ
は
徒

歩
５
分
で
す
。
竹
生
島
へ
は
今
津
港
長
浜
港
ど
ち
ら
か
で
も
乗

船
出
来
ま
す
。
途
中
に
は
琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
び
わ
湖
の
見
え
る
丘
か
ら
の
眺
望
が
楽
し
め
る
箱

館
山
へ
は
バ
ス
20
分
で
す
。

・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
通
り
に
、
今
津
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館
、
日
本
基

督
教
団
今
津
教
会
や
旧
今
津
郵
便
局
と
、
琵
琶
湖
畔
に
ユ
ー
ト

ピ
ア
建
設
を
夢
見
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
が
並
ん
で
い
ま
す
。

※
湖
西
湖
辺
の
道
：
今
津
浜
の
松
並
木
を
北
へ
向
か
う
と
、
西

近
江
路
と
湖
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
宿
場
町
で
あ
り
港

町
で
も
あ
る
海
津
で
す
。
湖
岸
に
降
り
て
み
る
と
、
波
風
か
ら

家
を
守
る
為
に
築
か
れ
た
石
積
み
が
、
真
っ
白
い
城
壁
の
よ
う

に
続
い
て
い
ま
す
。
瞼
を
閉
じ
る
と
越
前
敦
賀
か
ら
や
っ
て
き

た
商
人
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
北
陸
の
物
資
が

今
度
は
舟
路
、
大
津
方
面
へ
と
運
ば
れ
て
行
く
の
で
す
。

●
近
江
中
庄
駅
：
一
日
乗
降
客
数
２
１
８
人

▪
湖
西
の
松
林
（
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
）：
高
島
市
マ
キ
ノ

町
～
今
津
町
の
約
８
㎞
間
に
続
く
２
千
本
を
越
え
る
黒
松
の
並

木
で
す
。

●
マ
キ
ノ
駅
：
一
日
乗
降
客
数
５
０
２
人

▪
マ
キ
ノ
サ
ニ
ー
ビ
ー
チ
（
快
水

浴
場
百
選
）：
駅
か
ら
徒
歩
５
分

に
あ
る
サ
ニ
ー
ビ
ー
チ
は
、
湖
の

テ
ラ
ス
の
大
き
な
ゲ
ー
ト
の
先
に

て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
監
視
門
で
あ
っ
た
茅
葺
き
の
四し

足そ
く

門も
ん

を

く
ぐ
る
と
、そ
こ
に
は
懐
か
し
い
漁
村
の
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

淳
仁
天
皇
を
祀
る
須
賀
神
社
で
は
、
石
段
手
前
か
ら
は
素
足
で

お
参
り
す
る
の
が
習
わ
し
と
か
。
こ
の
集
落
に
残
さ
れ
て
い
た

文
書｢

菅
浦
文
書｣

は
国
宝
で
す
。『
菅
浦
の
湖
岸
集
落
』
と

し
て
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
長
浜
市
の
駅
】

●
近
江
塩
津
駅
：
一
日
乗
降

客
数
２
５
６
人
（
他
路
線
含

む
）
湖
西
線
の
終
点
駅
で
、

北
陸
本
線
（
敦
賀
駅
～
米
原

駅
）
へ
の
乗
換
駅
で
す
。
北

陸
本
線
、
琵
琶
湖
線
と
乗
り

継
い
で
、
ぐ
る
っ
と
琵
琶
湖

を
一
周
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋のメタセコイア並木

桜の海津大崎菅浦の湖岸集落

近江塩津駅

四足門 丸子船

ヴォーリズ資料館

竹生島

今津港
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●東京滋賀県人会ウェブサイト
https://imashiga.jp/
令和5年10月にリニューアルオープン！　
より見やすく、わかりやすくなりました！
県人会の活動・行事の紹介や滋賀の魅力・
歴史・文化を紹介するブログも更新中！

●東京滋賀県人会Facebook
https://www.facebook.com/東京滋賀県人会
-1013229665488825/

「ここ滋賀」や歌舞伎座で開催するイベント
の最新情報などはこちら！

●YouTube 東京滋賀県人会チャンネル
https ://www.youtube.com/channel/
UCpiN-9K5TmCqdO7wyEW5Kgw

「滋賀の歴史夜話」バックナンバーなどの歴
史動画や県人会のイベントのほか、ふるさ
と滋賀の風景・バーチャル寺社参拝など、
県人会ならではの動画コンテンツも充実！

●HP・会報誌への投稿募集
東京滋賀県人会では、会員の皆様からの近況報告、趣味、
旅行、日本社会や世界への提言、随想など、バラエティー
豊かな投稿記事を募集しています。
現在、特に俳句・川柳などの投稿を大募集しています。投
稿いただいた記事は東京滋賀県人会ウェブサイトに掲載し、
その中から選りすぐったものを会報誌にも掲載いたします。
皆様のご投稿をお待ちしております。

（HPに掲載された方には、東京滋賀県人会オリジナルQUO
カード1000円分を進呈いたします）
投稿先は：
　〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-6-20　
　　　　　　　グランスイート東日本橋スクウェア205号室　
　東京滋賀県人会事務局　会報誌担当
　Mail：tokyo@shigakenjinkai.jp

●編集後記
「今年の夏は例年になく暑く…」というご挨拶がむしろ例年
のものとなり、ついに連日国内のどこかで40度台が記録さ
れ、大変な時代の到来が実感されます。
一方で、今年の関西・滋賀は、春から秋にかけての大阪・関
西万博、秋の国スポ・障スポと、日本、そして全世界から様々
な人が集まるという、賑やかな上半期となりました。
この数十年に一度のイベントが重なる稀有な一年をきっかけ
に、ふるさと滋賀の夏が、異常気象の「暑さ」よりも人々の
盛り上がりの「熱さ」で盛り上がるようになればと願います。

東京滋賀県人会　法人会員の皆様のご紹介　 （令和7年9月現在）

アインズ㈱東京支店 千代田区
Ascent Business Consulting㈱ 港区
㈱壱三壱 京都市中京区
伊藤忠商事㈱ 港区
㈱永昌堂 中央区
エステックサービス㈱ 大田区
ENWA㈱ 大阪市西区
㈱近江ミネラルウォーターサービス 大津市
太田酒造㈱東京営業所 足立区
大塚オーミ陶業㈱ 千代田区
大星岡村㈱ 中央区
㈱オクタゴン 港区
㈱叶匠寿庵 大津市
㈱鹿深サービス 甲賀市
川島酒造㈱ 高島市
㈱関西みらい銀行 大阪市中央区
木村水産㈱ 彦根市
丘峰喫茶店・能美舎 木之本町
協同組合ビジネス21支部 港区

（一財）近畿健康管理センター東京事業部 江東区
元三フード㈱ 大津市
江州技研㈱ 台東区
㈱光洋社 新宿区

（公財）湖国協会 武蔵野市
こころ農園 大津市
㈱三和開発 米原市
滋賀近交運輸倉庫㈱ 長浜市
㈱滋賀銀行東京支店 中央区
滋賀県青年団体連合会 大津市
滋賀県東京本部 千代田区

㈱静永事務所 港区
清水惣㈱ 千代田区
社会保険労務士法人久禮事務所 世田谷区
昭和西川㈱ 中央区
㈱数寄和 杉並区
ゼッタリンクス㈱ 荒川区
全国農業再興推進研究開発機構 目黒区
㈱大生産業 野洲市
㈱髙島屋日本橋店 中央区
たねやグループ 近江八幡市
チョーギン㈱ 墨田区
㈱トランプ 港区
中田商店 八王子市
㈱ナカノアパレル 中央区
長浜浪漫ビール㈱ 長浜市
㈱西川 中央区
日本ロジテム㈱ 港区
㈱布引焼窯元 東近江市
㈱ネオファルマ 中央区
農事組合法人グリーンティ土山 甲賀市

（一財）東日本橋真宗会堂維持財団 中央区
（公社）びわこビジターズビューロー 大津市
㈱びわこフード 近江八幡市
㈱マルヨシ近江茶 甲賀市
メルクロス㈱ 中央区
森島商事㈱ 竜王町
柳屋ビルディング㈱ 中央区
ヤマ庄陶器㈱ 甲賀市
㈱RoseUniverse 守山市

（五十音順敬称略）



• 29

〒162-0041
東京都新宿区早稲田鶴巻町564番地田中ビル３階
TEL03-6302-1645　FAX03-6302-1675
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琵琶湖の水産業を本気で何とかする会
事務局長 春山俊宏

yoshihiro.haruyama.19710428198@gmail.com
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歌舞伎座の地下
こ びき ちょう

お 土 産 処 　 お 食 事 処 　 お 弁 当 処 を 常 設 し
各 種 屋 台 が 約 20 台 出 店

ウ キ ウ キ ワ ク ワ ク の 楽 し い 広 場 で す ！

歌舞伎座サービス株式会社
東京メトロ日比谷線・都営浅草線「東銀座」駅直結

東京都中央区銀座 4-12-15　TEL 03-3545-6554
営業時間　10：00～18：00

歌
舞
伎
揚

お弁当
わらび餅

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

マ
ス
ク


